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ＳＸ普及に向けた調査の結果概要
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【SX普及に向けた調査回答 485件】
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ＳＸ普及に向けた調査の結果概要
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ＳＸ普及に向けた調査の結果概要



区分 数

視聴ユニーク
デバイス数 1,543

事前登録者数 275名（来場）
1,557名（オンライン）

会場来場者数 76名

【 名 称 】

【 開 催 日 時 】

【 会 場 】

【 主 催 】

【 共 催 】

【 開 催 形 式 】

【 参 加 費 】

ＳXシンポジウム ～ＳX推進の未来と企業価値創造～

2023/2/10(金) 13:00～17:30

日経ホール
〒100-8066 東京都千代田区大手町１丁目３−７ 日経ビル
（日経ビル3F）

日経イベント・プロ、日本経済新聞社

経済産業省

ハイブリッド リアル+LIVE配信

無料

シンポジウム結果概要

概 要

持続可能性を基本に、経営の在り方を変革する新たな戦略、SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）
をテーマにシンポジウムを開催します。
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TIME 内容

13:00～13:10
■開会挨拶
／経済産業大臣

西村 康稔 氏

13:10～13:40

■基調講演
／一橋大学

CFO 教育研究センター長
伊藤 邦雄 氏

13:40～14:10

■事例講演①
／味の素

代表執行役社長
藤江 太郎 氏

14:10～14:40

■事例講演②
／オムロン

代表取締役社長
山田 義仁 氏

14:50～16:10

■パネルセッション①

◎モデレーター
／一橋大学 CFO 教育研究センター長

伊藤 邦雄 氏

◎パネリスト
／経済産業省

経済産業政策局 企業会計室長
長宗 豊和 氏

／キリンホールディングス
常務執行役員
溝内 良輔 氏

／アストナリング・アドバイザー
代表
三瓶 裕喜 氏

／リコー
コーポレート執行役員・ESG・リスクマネジメント担当
鈴木 美佳子 氏

シンポジウム結果概要
当日プログラム
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TIME 内容

16:10
～

17:30

■パネルセッション②

◎モデレーター
／日本経済新聞社 ESGエディター

松本 裕子 氏

◎パネリスト
／三菱UFJリサーチ＆コンサルティング フェロー（サステナビリティ）

東京大学 教養学部 客員教授
吉高 まり氏

／日立製作所
理事・サステナビリティ推進本部長
津田 恵 氏

／レオス・キャピタルワークス
代表取締役会長兼社長 最高投資責任者（CIO）
藤野 英人 氏

／メルカリ
執行役員 VP of Public Policy 兼 Public Relations
吉川 徳明 氏

シンポジウム結果概要
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開催後アンケート
【会場聴講＋オンライン視聴】（回答者：325件）

シンポジウム結果概要



14

シンポジウム結果概要
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シンポジウム結果概要
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シンポジウム結果概要
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シンポジウム結果概要



今後のＳＸの実現への課題
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（１）SXの認知度向上、正確な理解の促進

SXシンポジウム開催前に実施した「SX普及に向けた調査」によると、
ビジネスパーソン378名のうち、「SXとは何か」ということについてESG
等との違いも含めて正しく理解できていない、もしくは全く聞いたこと
がない、と回答した人が半数以上（197名）だった。

シンポジウム開催後の調査では、SXの重要性に対する理解が深まった
といった声が多く寄せられ、シンポジウムを通じて、参加者の理解が深
まる結果となった。今後も、各企業におけるSX普及・促進のためには、
SXを正しく理解してもらうことが必要不可欠であり、継続的に情報発信
を行っていく必要があると考える。

（２）SX普及の促進

SXシンポジウム開催前に実施した「SX普及に向けた調査」によると、
ビジネスパーソン378名のうち、「勤め先でSXの取り組みを実施してい
る」と回答した人はおよそ47%で、半数以上が「実施していない」「実
施しているか分からない」と回答した。「SXを実施していない」理由と
して最も多く挙げられたのは、「どのような取り組みをすべきか分から
ないから（45%）」だった。加えて、日本企業のSXと欧米企業のSXを比
較した際に、7割以上が「日本企業のSXは欧米企業のSXに比べて遅れてい
る」と回答している。

シンポジウム開催後の調査では、企業、投資家などの多岐にわたる講
演者の話を通じてSX推進の重要性に対する理解が深まったといった声が
多く寄せられ、シンポジウムがSXの普及促進を後押しできたことがうか
がえる。今後の更なる普及促進のために、このような情報発信の場を定
期的に設けることが有用だと考えられる。



（様式２）

頁 図表番号

9 全て

10 全て
11 全て
12 全て

タイトル

シンポジウム結果概要（日本経済新聞 3月17日朝刊掲載 15段）

【参考】募集広告（日本経済新聞 1月18日）

【参考】募集広告（日本経済新聞 1月23日、2月1日）

【参考】当日広告（日本経済新聞 2月10日朝刊 15段）
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